
 
平成 24年 3月 15日 

ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 第八回番組審議会議事録 

株式会社ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 

 

１．開催年月日  平成 24年 3月 15日（木）16:00～17:00 

 

２．場所     鳥取県米子市法勝寺町 70番地 

         DARAZ CREATE BOX 2階会議室 

 

３．出席状況   総委員数   6名 

         出席委員数  3名 

         欠席委員数  3名 

         出席委員の氏名  本城祐子 委員長 

                  加川一美 委員 

                  石賀治彦 委員 

         放送事業者側出席者名 

                  代表取締役社長  冨田寛 

                  番組制作業務部長 永富久之 

 

４．議題 

○ 番組についての審議 

○ 委員変更につての審議 

 

５．審議の内容 

① 番組についての主な意見 

○ 喜八だましい   木曜日 14:30～14：45 

パーソナリティ 松村宏、ブライアン・デ・ハリマ 

 

＜石賀委員＞ 

 聞き易い番組、ボリュウム感のある番組 

 紙芝居師の松村さんがうまく話される 

 喜八監督の話もあり、中身の濃い番組 

＜加川委員＞ 

 方言でしゃべっておられて、聞き易い・・和やかな雰囲気になる 

 映画の情報があり言ってみたくなる 

＜本城委員＞ 

 あっという間の時間であった 

 しゃべりのうまい二人のコンビで、スマートなしゃべり口とほんわかした雰囲

気がいい 

 DARAZ FMの根幹となる喜八プロジェクトの話が聞ける番組で意義のある 



 
○ コダマサイエンスプレゼンツ ALL RIGHT NOW 日曜日 15:00～16:00 

    パーソナリティ 布野まちこ、浜やん 

 

＜石賀委員＞ 

 大変個性的な番組 

 長いハードロックが難しい番組 

 全て直球で、もう少し緩急をつけても良いのでは 

＜加川委員＞ 

 その時代の人でも全員が分かるわけではない 

 布野さんの語り口が大変良い 

＜本城委員＞ 

 1時間は長い感じがする・・30分ぐらいで良いのでは 

 マニアックでも新しい感覚で受け入れられればいいが、なかなか受け入れられ

ない感じ 

 布野さんはプロなのでトークは面白い 

 

② 委員変更についての審議 

 永井委員から辞任の申し出あり 

 加川委員が退職により出席できなくなる 

 

 事務局にて後任の人事を進める 

 

６．審議機関の答申、または改善意見に対してとった措置 

 ラジオは多様性のあるコンテンツを受け入れられるメディアである 

 特にコミュニティＦＭ放送局はより少数派の情報発信でも受け入れる土壌を

持つ必要がある 

 今後、情報発信する側のニーズと聞き手のニーズを満たすべく番組編成を行っ

ていく方針である 

 

７．審議機関の答申、または意見の概要公表 

    事務所に備え置き  平成 24年 3月 20日 

    ホームページに掲示 平成 24年 3月 21日 

 

８．その他の参考事項 

    特になし 


